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第２２２号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

　
ア
ビ
リ
ン
市
は
私
に
と
っ
て
第
２
の
ふ
る
さ
と
で
、
自
分
の

人
生
に
彩
り
を
与
え
て
く
れ
た
場
所
で
す
。
元
美
野
里
町
長

の
祖
父
で
外
之
内
光
男
の
付
き
添
い
で
初
め
て
ア
ビ
リ
ン
市

に
行
き
ま
し
た
。
出
迎
え
て
く
れ
た
ス
カ
ン
ラ
ン
ご
夫
妻
は

私
が
当
時
、
抱
い
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
、

誠
実
さ
や
人
の
温
か
さ
が
見
る
だ
け
で
分
か
る
方
で
し
た
。

こ
の
時
の
出
会
い
を
、
訪
問
団
の
結
団
式
で
は
い
つ
も
伝
え

て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
の
関
係
が

年
続
い
て
き
た
理
由
は

人
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
手
を

取
り
合
う
関
係
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ア
ビ
リ
ン
市
の
市

民
と
行
政
も
同
じ
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
じ
目

線
で
話
し
合
い
、
国
を
越
え
た
友
人
関
係
を
築
け
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
訪
問
団
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
の
多
感
な
時
期

に
海
外
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
と
て
も
豊
か
な
経
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
関

係
を
語
る
上
で
戦
争
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
団
事
業
は

平
和
で
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
国
や
文
化
の
違
い
を

乗
り
越
え
、
子
ど
も
も
大
人
も
市
民
同
士
が
友
人
関
係
を
築

く
こ
と
は
、
小
さ
な
関
係
で
す
が
平
和
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
が
ア
ビ
リ
ン
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
だ
祖
父
の
願
い

だ
っ
た
の
だ
と
、

年
目
と
い
う
節
目
に
改
め
て
思
い
ま
す
。

アビリン市 小美玉市 姉妹都市交流 のあゆみ年
姉妹都市提携から４年後に始まった姉妹都市訪問団事業。アビリン市との姉妹都市交流のあゆみを振り返

りながら、姉妹都市提携を結んだ外之内光男美野里町長（当時）の孫で、自身もアビリン市と深い繋がりの

ある外之内登美さんにお話を伺いました。

アビリン市って、どんなところ？

アメリカ合衆国の中央に位置する

カンザス州にある町で人口は約

6,400人（2022年）。西部開拓

時代に家畜の一大集積地として

発展し、ドワイト・D・アイゼンハワー

（第３４代大統領）の出身地として

も知られています。市の名前は旧

約聖書から取られ「平原の都市」

という意味があります。

アビリン

カンザス州

ワシントンD.C.

ニューヨーク

ロサンゼルス

シカゴ空港

羽田・成田空港からアビリン市まで約１３時間

今月の表紙

年
● 姉妹都市交流

　 40周年を迎えました

年
● ロサンゼルス国際

　 姉妹都市会議に出席

●アビリン市から

　 「ひまわり」の民芸品と

　 「カギ」が贈られる

年
● 国際交流父母の会設立

●アビリン市からの訪問団受入開始

年
●姉妹都市交流のあゆみ「ひまわりとカンナ」

 （現在の「ひまわりとコスモス」）の第1集を発行

年
●第１回国際交流ひろば＆

　 アビリン展を開催

年
●東日本大震災の義援金として

　 アビリン市から3,000ドルと

　 千羽鶴が贈られる

年
●つくば電気通信希望ヶ丘公園に

　 設置されたウィンドミルの

　 塗装工事を行う。

年
●アビリン市からウィンドミル

　 （風車）が贈られる

外之内 登美さん

野いばらの会代表
とのうち とみ

年
●アビリン市と姉妹都市提携

年
● 美野里町姉妹都市交流協会設立

● 青少年姉妹都市訪問団事業開始

年
●アビリン市から英語指導助手

　 ポーラ・スタイン氏が来訪

年
●姉妹都市交流10周年記念碑を

　 つくば電気通信希望ヶ丘公園に設置

年
●小川町、美野里町、玉里村が合併し、小美玉市が誕生

●アビリン市と引き続き姉妹都市提携を結ぶ

年
●創作和太鼓集団みのり太鼓がアビリン、

　 リンズバーグ、トピカで公演

AMERICA

表紙はアビリン市のキム・シェー

ファーさんと訪問団員の神田

想葉さん（写真右）、髙山晴香さん

（写真左） がローリングヒル動物

園でトラムに乗っている時の写真

です。ローリングヒル動物園はア

ビリン市から車で 30 分ほどの

場所にあり、 100 種類以上の野

生動物が観察できます。他にも

野生動物博物館も併設してある

動物園です。写真の神田さんのイ

ンタビューは P５に掲載されてい

ます。

オズの魔法使いの舞台とも言われている、アメリカ合衆国カンザス州にあるアビリン市。この

アビリン市と小美玉市は国際親善姉妹都市提携を1984年に締結し、今年で40年を迎えま

す。毎年お互いの訪問団を交互に派遣し、40年の節目となる今年は小美玉市の訪問団をア

ビリン市へ派遣する年です。今回の特集ではアビリン市と小美玉市のあゆみを振り返りなが

ら、今年の訪問団の様子やアビリン市を訪れた団員の方の声をお伝えします。小
さ
な
交
流
が
目
指
す
先
は

平
和
と
い
う
大
き
な
ゴ
ｌ
ル

▲スカンラン氏（元全米ホルスタイン協会

会長）と握手をする外之内光男氏の写

真。町長を務める前に、牛の買い付けで

出会った関係が、その後の姉妹都市提携

につながる。

かんだ

そよ たかやま はるか

と
の
う
ち

　
み
つ
お
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アビリン市×小美玉市 姉妹都市交流 のあゆみ年40
姉妹都市提携から４年後に始まった姉妹都市訪問団事業。アビリン市との姉妹都市交流のあゆみを振り返

りながら、姉妹都市提携を結んだ外之内光男美野里町長（当時）の孫で、自身もアビリン市と深い繋がりの

ある外之内登美さんにお話を伺いました。

アビリン市って、どんなところ？

アメリカ合衆国の中央に位置する

カンザス州にある町で人口は約

6,400人（2022年）。西部開拓

時代に家畜の一大集積地として

発展し、ドワイト・D・アイゼンハワー

（第３４代大統領）の出身地として

も知られています。市の名前は旧

約聖書から取られ「平原の都市」

という意味があります。

アビリン

カンザス州

ワシントンD.C.

ニューヨーク

ロサンゼルス

シカゴ空港

羽田・成田空港からアビリン市まで約１３時間

今月の表紙

2024年
● 姉妹都市交流

　 40周年を迎えました

1986年
● ロサンゼルス国際

　 姉妹都市会議に出席

●アビリン市から

　 「ひまわり」の民芸品と

　 「カギ」が贈られる

1990年
● 国際交流父母の会設立

●アビリン市からの訪問団受入開始

1993年
●姉妹都市交流のあゆみ「ひまわりとカンナ」

 （現在の「ひまわりとコスモス」）の第1集を発行

2004年
●第１回国際交流ひろば＆

　 アビリン展を開催

2011年
●東日本大震災の義援金として

　 アビリン市から3,000ドルと

　 千羽鶴が贈られる

2019年
●つくば電気通信希望ヶ丘公園に

　 設置されたウィンドミルの

　 塗装工事を行う。

1995年
●アビリン市からウィンドミル

　 （風車）が贈られる

外之内 登美さん

野いばらの会代表
とのうち とみ

1984年
●アビリン市と姉妹都市提携

1988年
● 美野里町姉妹都市交流協会設立

● 青少年姉妹都市訪問団事業開始

1991年
●アビリン市から英語指導助手

　 ポーラ・スタイン氏が来訪

1994年
●姉妹都市交流10周年記念碑を

　 つくば電気通信希望ヶ丘公園に設置

2006年
●小川町、美野里町、玉里村が合併し、小美玉市が誕生

●アビリン市と引き続き姉妹都市提携を結ぶ
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●創作和太鼓集団みのり太鼓がアビリン、

　 リンズバーグ、トピカで公演
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う
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み
つ
お
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インタビュー 小美玉市姉妹都市訪問団

40年目の相互交流の模様をお届けします

7月28日
アビリン市へ向けて
羽田空港を出発

・ヘリテージセンター
・市街見学（消防署、図書館）
・歓迎パーティー

7月29日DAY1

マンハッタン空港から
シカゴ空港を乗り継ぎ、
羽田空港へ

8月10日DAY13

・ホルムオート
・シーリーマンション
・ザ　アーリー
・ホビーロビー

8月8日DAY11

・ローリングヒル動物園
・焼き物への着色体験

7月31日DAY3

・フェアグランドツアー
・エピスコパル教会
・パレード
・ジャクソンシティロデオ

7月30日DAY2

・ミルフォード自然センター
・ヒルデブランド農場
・ウォールマート

8月1日DAY4

・ストラタカ（地下食塩採掘場）
・コスモスフィア（宇宙博物館）

8月2日DAY5

・ホストファミリーと過ごす

8月3・4日DAY6・７

・グレースエピスコパル教会
・カンザス州会議事堂
・美術作品展示場

8月5日DAY8
・アイゼンハワーセンター
・オールドアビリンタウン
・グレートプレーンズシアター

8月6日DAY9

・アビリン市中学校
・レックセンター
・お別れパーティー

8月9日DAY12

宇宙だけでなく

科学的な展示も！

・バイソン放牧場
・マンハッタンモール

8月7日DAY10

ちょっと臭うけど

すごくかわいい！

ホストファミリーの

自宅にあるプールで

楽しく交流！

お別れパーティーにも

フォトブースが！

牛の看板の

前で記念撮影。

ロデオで暴れる

動物も、普段は

　　穏やか。

8月11日
羽田空港に到着
小美玉市に帰る

市内で異文化コミュニケーション！

小美玉市国際交流ひろば

令和６年度は四季文化館みの～れで開催予定

です。 詳しくは市のＨＰをご確認ください。

　
３
年
前
に
初
め
て
姉
妹
都
市
訪
問
団
に
参
加
し
て
、

今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。
ア
ビ
リ
ン
の
良
さ
は
人
の

温
か
さ
で
す
ね
。
滞
在
中
の
気
配
り
だ
け
で
な
く
、
日
本

に
帰
っ
た
後
も
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
電
話
を
く
れ
て
お

互
い
の
近
況
を
話
し
た
り
し
ま
す
。
滞
在
中
も
、
私
の
誕

生
日
が
８
月
２
日
な
の
で
毎
回
、
誕
生
日
を
祝
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
当
初
は
通
訳
と
し
て
の
意
識
が
大
き
か
っ
た

の
で
す
が
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
、
保
護
者
の
よ
う
な
視

点
も
芽
生
え
、
ア
ビ
リ
ン
市
と
の
や
り
と
り
の
中
で
も
子

ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
相
談
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
出
発
前
の
子
ど
も
た
ち
は
ド
キ
ド
キ
し
て

い
て
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
表
情
で
す
が
、
日
本

に
戻
る
時
は
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は

ア
ビ
リ
ン
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
英
語
や
ア
メ
リ
カ
だ
け

で
な
く
、
海
外
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
方
や
世
界
は
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ロデオを観戦する訪問団

の姿が地元の新聞に掲

載されました。

小美玉市姉妹都市訪問団

通訳ボランティア

ちほ

堤 千穂さん
つつみ

（羽鳥地区在住）

小美玉市姉妹都市

訪問団員（高校 2 年生）
そよ

神田 想葉さん
かんだ

（羽鳥地区在住）

　　ホストファミリーとトランプ

を使ったゲームで遊んだ時の

写真です。初めてやるゲーム

でしたが、8歳の女の子が教

えてくれました。女の子は人

懐っこくて、滞在中はよく遊ん

でくれました。

まさみ

菊地 方美さん
きくち

（玉里地区在住）

小美玉市姉妹都市訪問団

通訳ボランティア

ヘリテージセンターで開拓時

代の衣装を借りて撮影

今年、初めて姉妹都市訪問団に参加した神田想葉さん。そして、滞在期間中に団員を

サポートする通訳ボランティアとして参加した堤さんと菊地さん。この3人に姉妹都市

訪問団事業やアビリン市のことを伺いました。

▲詳しくはこちら

　
小
・中
学
生
の
頃
、
海
外
ド
ラ
マ
が

好
き
で
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
海
外
の
生
活
な
ど

の
投
稿
を
見
て
い
て
、
海
外
に
は

ず
っ
と
興
味
が
あ
り
、
憧
れ
て
い
ま

し
た
。
高
校
に
も
ア
メ
リ
カ
に
行
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
た
も
の
の
費
用

が
高
く
、
あ
き
ら
め
て
い
た
の
で
す

が
、
市
の
広
報
で
姉
妹
都
市
訪
問
団

の
募
集
記
事
を
見
て
応
募
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
驚
い
た
の
は

家
の
庭
に
大
き
な
プ
ー
ル
が
あ
る
こ

と
。
す
べ
て
の
家
に
あ
る
わ
け
で
な
い

の
で
す
が
、
私
が
滞
在
し
た
お
宅
に

は
あ
っ
て
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は
英

語
で
会
話
が
で
き
な
い
私
と
な
ん
と

か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
私
を
大
切
に
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
て
、
と
て
も

居
心
地
が
良
か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
帰
国
後
も
連
絡
を

取
っ
て
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
ト
ピ
カ
市
に
あ
る
カ
ン
ザ
ス

州
会
議
事
堂
で
す
。
議
事
堂
に
は
き

れ
い
な
図
書
館
が
あ
り
、
大
理
石
が

使
わ
れ
た
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
作
り
が
印

象
的
で
、
議
事
堂
の
中
の
階
段
を

昇
っ
て
最
上
部
の
ド
ー
ム
か
ら
街
並

み
を
一
望
で
き
た
の
は
思
い
出
と
し

て
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ビ
リ
ン
市
を
訪
れ
た
こ
と
で
海
外

で
の
暮
ら
し
や
英
語
を
使
っ
て
海
外
の

人
と
仕
事
を
し
た
い
と
よ
り
強
く
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
、
ア
ビ
リ
ン

市
か
ら
の
訪
問
団
を
受
け
入
れ
す
る
こ

と
も
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
、
小

美
玉
市
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
は
、

も
っ
と
姉
妹
都
市
訪
問
団
事
業
に
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る
関
係
を

　
町
村
合
併
で
小
美
玉
市
に
な
っ
て
か
ら
、
毎
回
ア
ビ
リ

ン
市
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。

ア
ビ
リ
ン
市
へ
の
訪
問
は
９
年
前
に
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
同
行
し
て
以
来
、
２
回
目
で
す
。
姉
妹
都
市
の
活

動
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
通
訳
と
し
て
の
役
割
だ
け
で

な
く
、
日
本
文
化
を
伝
え
る
こ
と
も
私
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
で
も
、
着
物
と
お
茶
の
セ
ッ
ト

を
持
参
し
て
、
お
茶
会
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
す

ご
く
喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
の
団
員
た
ち
は
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
子
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
姉
妹
都
市
交
流
の
歩
み
を
つ
く

る
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
だ
か
ら

こ
そ
、
一
度
の
出
会
い
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
未
来
に

つ
な
が
る
よ
う
な
関
係
を
子
ど
も
た
ち
に
は
築
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

２００４年にスタートした小美玉市国際交流ひろば。コロナで開催を見送った年

を除いて毎年開催しています。市民と外国人のふれあいイベントとして、ベトナ

ム舞踊やカントリーダンスの披露、姉妹都市訪問団の活動報告などを行ってい

ます。来場した外国人の方との交流を通じて、国際交流への理解と国際感覚の

育成を図っています。
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インタビュー 小美玉市姉妹都市訪問団

年目の相互交流の模様をお届けします

月 日
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に
な
り
ま
す
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ア
ビ
リ
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の
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は
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の
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な
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、
日
本
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っ
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マ
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電
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の
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と
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に

な
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入
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海
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世
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小美玉市姉妹都市訪問団
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サポートする通訳ボランティアとして参加した堤さんと菊地さん。この3人に姉妹都市

訪問団事業やアビリン市のことを伺いました。
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２００４年にスタートした小美玉市国際交流ひろば。コロナで開催を見送った年

を除いて毎年開催しています。市民と外国人のふれあいイベントとして、ベトナ

ム舞踊やカントリーダンスの披露、姉妹都市訪問団の活動報告などを行ってい

ます。来場した外国人の方との交流を通じて、国際交流への理解と国際感覚の

育成を図っています。
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水戸ホーリーホックとホームタウン連携

小美玉市の PR担当選手が小美玉の魅力を体験しました

1 2

3

７月３０日、水戸ホーリーホックで小美玉市の

PRを担当する寺
て ら ぬ ま

沼 星
し も ん

文 選手、久
く ぼ

保 征
せ い い ち ろ う

一郎 

選手、得
と く の う

能 草
そ う き

生 選手が小美玉市を訪れ、市内

各所で小美玉の魅力を体験しました。

選手たちがまず訪れたのは、株式会社美野里

牧場。牛舎で牛の大きさに驚き、仔牛と触れ合

いました。続いては菓子店のアトリエ プティ・ボ

アを訪問。バウムクーヘン作りへのこだわりに

ついて説明を受け、焼き工程を見学後にバウム

クーヘンを試食しました。また、茨城県伝統工芸

品の「いばらき組子」体験では、安達建具株式

会社の指導を受けながら組子コースターを制

作。細かい作業に苦戦しながらも、持ち前の集

中力を発揮して作品を完成させました。

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-48-1111 （内線 2252）

問

１　株式会社美野里牧場の牛舎で乳牛と対面　　２　アトリエ プティ・ボアでバウムクーヘン作りを見学

３　組子コースター作りに真剣に取り組む選手たち

■訪問記がブログで紹介されました

小美玉市での体験を満喫した選手たちは、感

想をnote（ブログ）につづっています。ぜひご覧

ください。
詳しくはこちら ▶
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自衛隊の活動を知り、支援の輪を広げたい

小美玉市自衛隊父兄会が百里基地を視察しました

７月29日、小美玉市自衛隊父兄会（菅
す が わ ら

原 次
じ ろ う

郎 

会長）の会員など11名が百里基地への視察研修

を行い、基地の役割や業務について理解を深め

ました。

参加者は、百里基地内で隊員から基地の役割

や多様な業務の説明を受けた後、航空機を見学。

昼食は隊員食堂で隊員と同じ食事をとるなど、

隊員の生活の一端を体験しました。参加した会

員からは、「自衛隊のよき理解者として、支援の

輪を広げていきたい」といった声が寄せられまし

た。

小美玉市自衛隊父兄会事務局 （市総務課内）　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1274）問

消防団をサポートし災害対応を強化

機能別消防団 「市役所隊」 「消防職 ・ 消防団ＯＢ隊」 発足

７月１８日、市内の消防団活動を支援する機能

別消防団として「市役所隊」「消防職・消防団ＯＢ

隊」が発足し、市職員8名、消防職・消防団経験

者10名が辞令を受け取りました。機能別消防団

は、団員が年々減少傾向にある消防団をサポー

トし、災害対応の体制を強化する目的で設立さ

れました。

今後は火災・風水害発生時の後方支援や大規模

災害時の避難所運営補助などを担います。市職

員としての専門知識や、長年の経験を活かした

活躍が期待されます。

消防本部　総務課　☎ 0299-58-4541問
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生涯学習課 生涯学習センター係

☎ 0299-26 -9111

問

7月26日、生涯学習センターコスモスは1994年

の開館から30周年を迎えました。7月21日には

記念式典があり、出席した市民など約150名が

コスモスの30歳をお祝いしました。コスモスで活

動する笛の音楽隊ピッコロと20周年を機に発足

したコスモス20歳コーラス隊の合奏や、玉里創

作太鼓の演奏が花を添え、式典後には「３０」の

人文字で記念撮影を行い、さらなる飛躍を誓い

ました。

■コスモス３０歳記念イベント

10月6日（日）に記念イベントを開催します。活動

団体による成果発表や展示、フォトスポット、ガラ

ス壁面へのお絵描きなどを予定しています。

生涯学習センターコスモスが30歳に

8月11日、小川南中学校１９９７年度卒の卒業

生１９名が小川文化センターアピオス大ホール

で2度目の成人式として、記念撮影を行いまし

た。企画した藤
ふ じ さ き

𥔎優
ゆ き

希さんは、「コロナ禍でな

ければ40歳の時に実施するつもりでした。4年

に一度、同窓会を行っていましたが、参加者が

減っていました。こうした取り組みをすることで、

離れてしまった同級生のみんなが地元に足を

運ぶきっかけになれば」と思いを語りました。

おみたま

おたより

2度目の成人式！

小川南中学校卒業生がアピオスで記念撮影

教えてください！小美玉の旬なわだい

近所で話題の人、 季節の花々、 地域の風

物詩。 写真とともに情報をお寄せください。

魅力発信課　シティプロモーション係

☎0299-48-1111（内線1252）

問

◀ 情報提供はこちらへ

お庭の外構工事はお任せください！

駐車場コンクリート舗装

雑草対策（砕石敷き・レンガ敷き）

カーポート・テラス屋根

☎ 0299-56-6022

フェンス・境界ブロック

天然芝・人口芝

ウッドデッキ

伊勢山技建

外構工事専門店

伊勢山技建株式会社
茨城県石岡市東成井 911

お気軽にご相談ください

見積り ・ 相談無料

地域密着

施工事例多数

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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■10周年記念抽選会は9月28日まで

1,000円以上のレシートで参加できる抽選会

を9月28日（土）まで開催しています。詳しくは

そ・ら・らホームページをご確認ください。

詳しくはこちら ▶

ID 0 1 0 8 2 7

空のえき「そ・ら・ら」は、7月31日に2014年の

オープンから10周年を迎え、9月28日(土)ま

で感謝フェアを開催しています。8月4日には

10周年記念祭を開催し、小川北義務教育学校

吹奏楽部によるオープニング演奏やヨーグルト

乾杯などで10周年を祝いました。会場内には

ウォーターランド、ウッドランド、プレイランドなど

1日限定の遊び場が登場。毎月恒例のそ・ら・ら

KIDS DAYも同時開催され、多くの子どもたち

が夢中になって遊んでいました。

空のえき「そ・ら・ら」で10周年記念祭

空のえき「そ・ら・ら」　☎ 0299-56-5677問

小美玉イーグルシニアが

全国大会に出場

市ソフトボール連盟所属の小美玉イーグルシニ

アが茨城県予選会で優勝し、10月12日（土）か

ら山梨県で行われる第38回全日本シニアソフ

トボール大会（59歳以上で構成）に出場します。

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-４８-１１１1　（内線 2253）

問

オール美野里ハイシニアが

全国大会に出場

市ソフトボール連盟所属のオール美野里ハイシ

ニアが茨城県予選会で優勝し、9月21日（土）

から兵庫県で行われる第19回全日本ハイシニ

ア大会（68歳以上で構成）へ出場します。

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-４８-１１１1　（内線 2253）

問
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7月20日、夏休み企画「おみたんサマースクー

ル」が開講し、小学生と保護者30名がプロのイ

ラストレーターなどからイラストを学びました。

「プロから学ぶイラスト体験」と題して開催され

た教室では、講師からイラストを描く際のポイン

トを聞いた後、参加者は「おみたん」や好きなイ

ラストの制作に取り組み、それぞれの作品を見

せ合って楽しい時間を過ごしました。

講師は、広報おみたまの連載漫画「4コマ小美

玉暮らし」で漫画を担当したイラストレーターや

デザイナーなど6名が務めました。一緒にイラス

トを描きながら、子どもたちの様子を見て回り、

描き方のコツなどをアドバイスしました。

参加者の依
よ だ

田 純
す み れ

怜さん（写真上、納場小）は、

「他の人の作品を見て、個性が大切だと思いま

した。自分の絵に活かしていきたいです」と笑顔

で語りました。

おみたんサマースクール「プロから学ぶイラスト体験」

小学生とイラストレーターが絵を通して交流しました

生涯学習課　生涯学習係

☎ 0299-48-1111 （内線 1263）

問
（左から）講師の京

きょう

さん、やまこうさん、橋
はしもと

本 笑
え み ゆ

優さん、小
こばやし

林 礼
れ な

奈

さん、おいちゃんさん、ハムさん

４コマ小美玉暮らし

好評連載中！

漫画「4コマ小美玉暮らし」は、広報おみたまの裏表紙で連載中。小美玉

ゆかりのクリエイターが3か月交代で担当しています。小美玉の日常を作

者の視点で描く漫画には、それぞれの個性が光ります。➡16ページへ

百里基地隊員が小美玉の魅力に触れる

小美玉魅力発見ツアーを開催しました

８月１０日、百里基地航空自衛隊へ新たに配属と

なった隊員を対象に、小美玉魅力発見ツアーを

開催しました。小美玉魅力発見ツアーは市外か

ら来た小美玉市を知らない隊員に、小美玉の魅

力を知ってもらうため、市と小美玉観光協会、百

里基地准曹会が連携した企画。参加した20名の

隊員は、素鵞神社や小川の商店街、玉里生涯学

習センターコスモス、アトリエ プティ・ボア、小美

玉ふるさと食品公社など市内のスポットを巡りま

した。

魅力発信課　シティプロモーション係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1252）問
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7月29日、親子移動教室で13組27名の親子

がさいたま水族館やキューピー五霞工場を訪

れ、親子の交流を楽しみました。

さいたま水族館では、カメを触る体験や鯉のエ

サやり体験をし、子どもたちは珍しい魚たちに

目を輝かせていました。キューピー五霞工場の

見学では、マヨネーズの作り方や卵を無駄なく

使っていることなどを学び、保護者から「普段は

見ることができない工場の見学ができてうれし

い」といった声があがりました。

猛暑の中でしたが、元気いっぱいの笑顔があふ

れる一日となりました。

7月27日、8月3日に小川公民館で親子体験講

座を開催し、18組40名の親子が参加しました。

■藍染め体験

ビー玉や細い棒、紐を使い、ハンカチとエコバッ

クをさまざまな模様で染めました。

講師：大
お お ぬ き

貫春
は る え

恵氏、ボランティアの皆さん

▶受講生の声

色が変化してゆく様子がとても感動した。

世界に一つだけの作品が作れてうれしかった。

輪ゴムを外している時がワクワクした。

■アイスの棒でミニハウス作り体験

アイスの棒を組み合わせてミニハウスを作りま

した。

講師：宇
う の

野和
か ず お

夫氏

▶受講生の声

可愛い自分だけのハウスができてうれしかった。

親子移動教室で埼玉方面へ　体験学習を満喫しました

夏休み親子体験講座　作品を作って楽しい一日に

生涯学習課　小川公民館

☎ 0299-58-3111

問

生涯学習課　小川公民館

☎ 0299-58-3111

問
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■認知症を知ろう！

高齢社会において認知症は誰がなってもおかし

くない病気です。 茨城県は、 県民誰もが認知

症について正しく理解し、 認知症高齢者やそ

の介護家族が安心して暮らすことができる地域

づくりを目指しています。

9月は茨城県認知症を知る月間

認知症になっても安心して暮らせるまちへ

■認知症お役立ち帳  

認知症の進行状況に合わせて、 いつ、 どこで、

どのようなサービスを受けることができるのかを

わかりやすく示した冊子 「認知症お役立ち帳」

を配布中です。 認知症がどのような病気なの

かについても知ることができますので、 まだ認

知症との関わりが少ないという方もぜひお読み

ください。

▶設置場所

介護福祉課 （玉里総合支所内） ／福祉事務所美野

里支所／福祉事務所小川支所／四季健康館／小川

保健相談センター／玉里保健福祉センター／市内の

医療機関他

■認知症の人にやさしい事業所

茨城県は、講習を受けた認知症サポーターが

在籍し、認知症の人に対してやさしい対応を実

施している事業所を「茨城県認知症の人にやさ

しい事業所」として認定しています。

認定事業所は増えており、市内では51事業所

（8月21日現在）が認定されています。認定事

業所は県ホームページでご確認いただけます。

■もっと認知症を知りたい方へ  

認知症についてもっと知りたい方を対象に、 講

師が出向いて認知症についての勉強会 （認知

症サポーター養成講座）を実施します。 自治会、

学校、 商店、 職場、 地域の集まりなどで講座

にご興味のある方は、 問い合わせ先へご連絡

ください。

認知症と加齢による 「もの忘れ」 の違い

認知症お役立ち帳

のダウンロード▶

認知症について

詳しくはこちら▶

ID 0 0 4 4 5 2

ID 0 0 4 4 5 3

認知症による

記憶障害

加齢による

記憶障害

• 経験したこと全体を

忘れている

• 目の前の人が誰な

のかわからない

• 食べたこと自体忘れ

ている

• 忘れていることを理

解できなくなる

• 経験したことが部分

的に思い出せない

• 目の前の人の名前

が思い出せない

• 何を食べたか思い

出せない

• 忘れていたことに自

分で気づくことがで

きる

茨城県認知症の人にやさしい事業所▶

（茨城県ホームページ）　










